
こ
 
「
総
資
本
」
国
家
政
策
論
 
 
 

右
の
議
論
と
は
異
な
り
、
ニ
ふ
ー
。
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
基
本
と
し
て
、
「
社
会
改
革
」
政
策
面
を
と
り
わ
け
重
視
す
る
。
が
し
か
し
、
 
 

そ
れ
を
い
ぜ
ん
と
し
て
資
本
国
家
に
よ
る
資
本
利
益
に
合
致
し
た
総
資
本
の
た
め
の
政
策
と
す
る
見
解
が
、
本
議
論
で
あ
る
。
同
翰
と
し
 
 

て
ほ
P
。
M
・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
、
E
・
S
・
グ
リ
ン
バ
ー
グ
、
B
・
r
・
カ
レ
ン
ス
キ
ト
加
藤
栄
一
お
よ
び
藤
井
洋
氏
な
ど
の
所
説
 
 

（
1
2
）
 
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 

（
ほ
）
 
増
・
芦
S
雲
m
ト
y
㌔
b
巾
声
r
e
s
邑
A
s
冒
i
s
－
O
q
ニ
や
眉
E
・
∽
・
昏
袋
n
訂
品
－
S
e
鼠
n
g
l
訂
句
葺
こ
当
♪
下
森
義
広
『
巨
大
企
業
と
国
 
 

家
』
（
光
和
堂
、
一
九
七
九
年
）
、
B
・
r
・
カ
レ
ン
ス
キ
ー
、
A
・
B
・
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
、
稲
子
恒
夫
監
訳
『
現
代
の
ア
メ
リ
カ
政
治
学
』
 
 

一
金
融
資
太
国
家
政
策
論
（
第
一
四
号
所
収
）
 
 

二
 
「
総
資
本
」
国
家
政
策
論
（
本
号
）
 
 

三
 
「
多
元
的
国
家
」
政
策
論
 
 

む
す
び
I
「
体
制
維
持
」
国
家
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
（
二
）
 
 
 

ニ
ュ
ー
∵
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
（
二
）
 
 小

 
松
 
 
ヽ
 
 



四
四
 
 

書
木
書
店
、
一
九
七
六
告
、
加
藤
栄
一
『
ワ
イ
マ
ル
体
制
の
経
済
構
造
』
（
束
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
、
同
「
現
代
資
本
主
義
の
歴
史
的
 
 

位
置
」
笥
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
、
一
九
七
四
年
二
月
号
）
、
同
「
現
代
資
本
主
義
諭
の
視
角
」
（
『
経
済
学
批
判
』
、
第
一
号
）
、
安
保
哲
夫
「
ニ
ュ
ー
 
 

デ
ィ
ー
ル
の
『
反
独
占
政
策
』
と
三
七
年
恐
慌
」
（
『
経
済
学
批
判
』
、
第
五
号
）
、
藤
井
洋
「
国
家
独
占
資
本
主
義
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
 
 

（
『
凍
大
瀧
会
科
学
研
究
』
、
第
三
巻
第
四
号
）
な
ど
。
以
下
、
断
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
同
。
 
 
 

同
倫
の
骨
子
ほ
呼
ぼ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
 
 

糾
個
別
贋
本
の
特
殊
的
利
益
と
総
資
本
の
全
体
的
利
益
の
区
別
、
お
よ
び
前
者
か
ら
の
後
者
の
相
対
的
自
立
化
。
そ
し
て
後
者
す
な
わ
 
 

ち
総
資
本
な
い
し
金
融
資
本
総
体
の
利
益
せ
代
表
す
る
も
の
と
し
て
の
現
代
国
家
の
措
定
。
「
国
家
だ
け
が
『
総
資
本
』
と
し
て
あ
ら
わ
 
 

れ
：
…
・
そ
の
共
通
な
利
益
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
B
・
r
・
カ
レ
ン
ス
キ
ー
、
前
掲
訳
、
三
五
京
）
、
総
資
本
＝
国
家
は
、
個
別
資
 
 

本
の
利
害
を
規
制
し
、
「
支
配
階
級
の
個
々
の
グ
ル
ー
プ
の
利
益
に
反
し
て
さ
え
」
、
「
国
家
…
…
諸
方
策
」
を
「
す
す
め
」
（
同
）
う
る
立
 
 

場
に
あ
る
。
 
 
 

㈲
第
一
次
大
戦
後
、
資
本
主
義
諸
国
の
政
治
的
条
件
が
大
幅
に
変
化
し
た
こ
と
。
ソ
連
社
会
主
義
国
の
出
現
と
並
ん
で
と
く
に
第
一
次
 
 

大
戦
の
総
力
戦
に
伴
う
労
働
者
・
大
衆
の
戦
時
大
量
動
員
や
「
城
内
平
和
」
の
下
で
の
労
働
者
権
利
の
拡
張
等
の
結
果
、
労
働
者
階
級
の
 
 

政
治
的
力
量
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
事
実
が
重
要
で
あ
る
。
同
政
治
的
要
因
は
、
大
恐
慌
の
勃
発
に
よ
る
「
資
本
主
義
が
経
済
原
則
を
か
 
 

な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
充
足
し
え
な
く
な
る
よ
う
な
…
‥
・
社
会
的
物
質
代
謝
の
混
乱
閉
塞
」
状
況
と
結
び
つ
い
て
、
未
曽
有
の
「
反
体
制
 
 

運
動
の
昂
揚
に
よ
る
体
制
危
椒
」
（
加
藤
栄
一
『
ワ
』
、
七
一
京
）
を
醸
成
し
た
。
 
 
 

㈱
そ
こ
で
、
「
総
資
本
」
国
家
が
出
動
し
て
個
別
資
本
の
反
対
と
抵
抗
を
抑
え
て
、
そ
う
し
た
「
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
制
内
に
吸
 
 

収
し
て
い
く
」
、
た
め
に
、
労
働
基
本
権
保
障
や
社
会
保
障
等
「
広
範
囲
な
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
勺
・
声
・
S
毒
2
y
－
C
p
・
C
i
t
・
ら
罫
前
 
 

掲
訳
、
六
八
雲
な
い
し
「
労
働
基
本
権
の
承
認
と
『
完
全
雇
用
』
の
約
束
」
を
中
心
と
す
る
労
働
宥
和
策
（
加
藤
栄
－
、
「
位
置
」
、
四
〇
 
 
 



京
）
を
展
開
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
強
大
化
し
た
労
働
勢
力
を
な
だ
め
・
懐
柔
し
、
「
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
止
」
し
て
 
 

「
体
制
を
危
機
か
ら
救
出
す
る
」
た
め
に
、
労
働
者
や
「
反
体
制
運
動
の
要
求
字
…
‥
可
能
な
限
り
と
り
入
れ
」
た
「
政
治
的
操
作
」
と
 
 

し
て
の
国
家
＝
総
資
本
に
よ
る
止
む
を
え
ざ
る
「
譲
歩
」
（
加
藤
栄
一
『
ワ
』
、
七
一
、
八
二
、
七
二
、
七
「
三
六
頁
）
で
あ
っ
た
。
そ
 
 

れ
が
「
ニ
a
－
。
デ
ィ
ー
ル
に
お
」
け
る
「
『
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
』
的
諸
政
策
」
（
同
、
三
六
京
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 
 
 

㈲
同
操
作
に
よ
る
「
革
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
」
＝
資
本
主
義
体
制
の
安
定
化
・
維
持
は
、
金
融
資
本
支
配
体
制
の
維
持
し
た
が
っ
て
 
 

金
融
資
本
の
利
益
保
障
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
「
改
革
と
譲
歩
の
政
策
」
は
、
た
と
え
個
々
の
「
資
本
家
た
ち
 
 

に
気
に
入
」
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
資
本
家
階
級
の
長
期
的
な
利
益
に
役
立
っ
」
て
い
る
（
P
・
M
・
S
w
琵
N
y
リ
C
p
・
C
i
t
・
－
p
・
－
岸
 
 

p
．
彗
－
p
．
罫
邦
訳
、
ニ
ニ
七
、
六
九
京
）
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
も
金
融
資
本
的
利
益
が
貰
ぬ
か
れ
て
い
る
の
に
は
変
り
な
い
。
そ
の
 
 

意
味
で
、
「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
が
行
な
っ
た
『
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
』
の
社
会
改
革
が
、
ま
さ
に
こ
の
種
の
万
策
」
盲
・
r
・
カ
レ
 
 

（
1
3
）
 
 

ソ
ス
キ
ー
、
邦
訳
、
三
五
菜
）
す
な
わ
ち
金
融
資
本
の
利
益
と
合
致
し
た
、
資
本
総
体
の
利
益
の
た
め
の
一
種
の
資
本
政
策
で
あ
り
、
ニ
 
 

ュ
ー
∵
デ
ィ
ー
ル
国
家
が
い
ぜ
ん
と
し
て
（
総
）
資
本
国
家
で
あ
っ
た
の
に
は
逢
い
な
い
、
と
い
う
の
が
主
旨
で
あ
る
。
 
 
 

汚
）
 
こ
の
ば
あ
い
、
E
・
S
・
ダ
リ
ソ
パ
ー
ダ
ほ
、
ニ
ュ
ー
∴
ア
ィ
ー
ル
の
社
会
改
革
渚
政
鹿
ぁ
う
も
、
社
会
保
障
制
度
ほ
「
高
度
に
陳
守
約
な
も
 
 

の
」
で
「
塞
令
藩
及
び
柴
茶
番
に
対
す
る
叔
少
限
の
給
付
恕
挺
桝
」
す
る
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
し
、
悪
た
ワ
グ
ナ
ー
故
に
よ
る
「
労
働
観
食
の
 
 

合
法
化
」
も
、
愈
寮
監
と
り
て
「
決
し
て
取
る
軋
嵐
粉
な
い
も
の
で
な
か
り
整
軋
し
て
も
、
じ
り
番
い
軋
は
「
労
幽
倒
監
対
す
る
国
民
紛
新
 
 

得
の
相
対
的
な
分
け
前
の
分
配
に
何
ら
の
財
轡
も
擾
見
て
こ
な
か
瑚
た
」
軍
S
・
G
r
籍
各
巧
恥
・
名
・
蔓
二
ア
芸
㍗
ワ
〓
関
u
p
ワ
〓
関
宮
〓
書
 
 

灘
駅
、
測
温
競
、
測
温
八
、
〓
準
拠
興
W
と
し
で
、
弼
改
革
払
恵
も
な
う
紫
蘇
熟
視
の
健
か
陵
恕
傲
綱
L
て
い
曳
め
嵐
な
払
ザ
、
む
し
愚
母
 
 

れ
毎
勒
労
願
意
故
ほ
、
「
労
鞠
不
変
監
閲
航
サ
愚
線
険
㍍
爵
亀
い
は
「
労
働
沿
撃
和
ふ
』
協
力
」
恕
取
付
漕
、
『
散
発
す
る
山
猫
猟
ト
山
番
野
蒜
．
 
 

〓
ゾ
？
正
∵
・
い
、
∵
予
へ
、
∴
・
べ
・
l
⊥
 
㌧
∵
リ
ー
∵
・
∵
〓
り
い
・
に
ー
、
†
、
㌧
・
∴
・
∵
リ
∴
。
巨
．
∴
十
∴
・
㌦
∴
 
」
・
∴
∴
∴
・
．
∴
．
∴
・
 
 

・
∴
一
∵
十
．
∵
∴
∵
∴
互
 
 

‥
．
∴
‥
1
、
∵
．
∴
∴
し
1
・
ヤ
川
∴
、
．
 
 
 



四
六
 
 
 

安
保
哲
夫
氏
も
、
同
様
に
、
資
本
に
対
す
る
「
失
業
救
済
コ
ス
ト
の
直
接
的
負
担
」
は
「
こ
の
程
度
の
」
比
較
的
わ
ず
か
な
も
の
に
止
ま
っ
 
 

た
。
労
働
者
・
大
衆
の
「
不
満
を
吸
収
」
す
る
た
め
の
「
社
会
改
革
路
線
」
は
、
同
資
本
負
担
よ
り
も
「
こ
れ
に
体
質
的
に
な
じ
め
な
い
ビ
ジ
 
 

ネ
ス
界
の
」
「
硬
直
化
し
た
神
経
を
連
な
で
」
し
、
「
心
理
的
」
悪
影
響
を
与
え
る
と
こ
ろ
が
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
と
し
て
、
主
に
資
本
家
の
 
 

心
理
的
負
担
へ
の
影
響
に
止
ま
り
、
そ
れ
が
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
の
喪
失
に
結
び
つ
い
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
前
掲
、
安
保
哲
夫
、
 
 

七
三
、
六
三
、
六
二
貢
）
。
 
 
 

他
方
、
加
藤
栄
一
氏
は
「
労
働
者
の
社
会
的
同
権
化
と
労
働
す
る
権
利
（
『
完
全
雇
用
』
）
と
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
来
的
に
資
本
蓄
 
 

積
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
り
」
、
そ
れ
ゆ
え
「
資
本
に
と
っ
て
は
止
む
を
え
な
い
譲
歩
を
な
す
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
実
質
的
な
資
 
 

本
負
担
増
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
瞭
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
同
氏
は
同
時
に
そ
の
労
働
同
権
化
等
に
と
も
な
う
「
利
潤
圧
迫
」
壷
横
阻
 
 

害
要
因
は
、
他
方
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
軽
減
・
除
去
さ
れ
、
同
資
本
負
担
が
相
殺
さ
れ
う
る
関
係
に
あ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
「
譲
歩
」
 
 

と
し
て
の
労
働
宥
和
策
は
、
イ
ン
フ
レ
政
策
の
裏
付
け
・
組
合
わ
せ
の
下
で
、
政
治
的
な
体
制
安
定
・
維
持
効
果
を
も
つ
上
に
、
さ
ら
に
資
本
 
 

負
担
を
も
実
質
上
免
資
し
う
る
が
ゆ
え
に
、
資
本
に
と
っ
て
許
容
さ
れ
う
る
、
資
本
の
政
策
の
壷
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
 
 

『
ワ
』
、
八
〇
頁
、
「
視
角
」
、
二
四
頁
）
。
 
 
 

な
お
、
こ
の
う
ち
藤
井
洋
氏
の
所
説
ほ
独
特
で
あ
る
。
同
説
の
ば
あ
い
は
、
同
じ
「
総
資
本
」
国
家
に
よ
る
総
資
本
的
政
策
と
い
っ
て
も
、
 
 

右
の
詩
論
老
の
よ
う
な
体
制
維
持
の
た
め
の
譲
歩
策
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
て
、
恐
慌
・
不
況
の
激
化
緩
和
の
た
め
の
景
気
政
策
と
し
て
そ
 
 

れ
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
恐
慌
に
対
し
て
金
融
資
本
は
独
占
組
織
の
強
化
に
よ
っ
て
対
応
す
る
。
し
か
し
そ
う
し
 
 

た
独
占
組
織
の
強
化
＝
「
金
融
資
本
的
組
織
化
」
の
高
度
化
に
よ
っ
て
恐
慌
・
不
況
は
ま
す
ま
す
激
化
し
、
つ
い
に
ほ
資
本
家
附
帯
生
産
過
程
 
 

崩
壊
の
危
校
を
ひ
き
お
こ
す
事
態
に
ま
で
発
展
す
る
。
そ
こ
で
「
国
家
権
力
の
出
動
が
余
儀
な
く
さ
れ
」
、
国
家
的
施
策
に
よ
っ
て
金
融
資
本
 
 

的
独
占
組
織
の
高
度
化
を
規
制
し
、
そ
れ
を
通
し
て
恐
慌
・
不
況
の
深
化
を
緩
和
し
、
再
生
産
過
程
を
軌
道
に
の
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
 
 

る
。
そ
の
「
金
融
資
本
的
組
織
化
を
規
制
す
る
」
た
め
の
、
総
資
本
的
立
場
か
ら
行
わ
れ
る
国
家
施
策
が
「
総
資
太
的
組
織
化
」
政
策
（
労
働
 
 

基
本
権
の
法
認
尊
労
働
立
法
・
労
働
運
動
助
成
報
お
よ
び
反
独
占
政
策
か
ら
な
る
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
同
「
総
資
本
的
組
織
化
」
 
 

政
先
に
よ
っ
て
、
個
々
の
金
融
療
本
ほ
「
か
え
っ
て
、
救
わ
れ
」
、
金
融
資
本
へ
の
規
制
が
金
融
資
本
の
利
益
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
 
 

「
総
資
本
的
組
織
化
と
し
て
の
国
家
の
出
動
」
が
資
本
に
よ
蔓
、
「
認
容
」
さ
れ
う
る
関
係
が
あ
る
ご
」
の
窓
妹
で
∵
ニ
ー
∴
ア
ィ
ー
ル
国
 
 

家
に
婁
㊨
感
繁
務
的
組
織
化
と
し
て
の
労
働
運
動
助
成
政
繊
起
反
独
占
政
報
」
す
な
あ
も
紘
愈
改
革
政
究
は
、
渡
り
た
く
国
家
が
「
給
費
容
 
 
 



右
の
よ
う
に
、
同
論
は
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
基
本
が
む
し
ろ
社
会
改
革
の
側
面
に
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
は
従
前
の
金
融
資
 
 

本
的
政
策
と
は
区
別
さ
れ
う
る
新
し
い
現
代
的
な
体
制
維
持
政
策
で
あ
る
こ
と
を
横
極
的
に
主
張
し
て
い
る
点
で
、
前
述
の
金
融
資
本
国
 
 

家
政
策
論
よ
り
よ
り
進
ん
だ
議
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

だ
が
、
同
論
に
ほ
次
の
よ
う
な
重
大
な
難
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
先
に
み
た
よ
う
に
そ
こ
で
は
、
資
本
＝
総
資
本
祝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
譲
歩
」
と
し
て
の
労
働
宥
和
策
を
資
本
が
要
求
 
 

す
る
資
本
の
政
策
と
し
、
か
つ
国
家
も
資
本
利
益
を
代
表
す
る
資
本
国
家
（
す
な
わ
ち
「
総
資
本
」
国
家
）
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
 
 

ま
ず
肝
心
の
そ
の
総
資
本
概
念
が
成
立
ち
う
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

そ
も
そ
も
資
本
ほ
「
自
己
増
殖
を
な
す
運
動
体
と
し
て
の
価
値
」
（
大
阪
市
立
大
経
済
研
究
所
編
『
増
訂
経
済
学
小
辞
典
』
、
岩
波
審
 
 

喝
一
九
五
六
年
、
四
｝
九
苔
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
し
か
も
、
資
本
ほ
あ
く
ま
で
個
別
的
運
動
体
と
し
て
の
み
 
 

存
在
し
、
か
つ
最
大
限
利
潤
を
求
め
て
激
し
く
相
互
に
兢
合
し
あ
い
、
生
残
り
ゲ
ー
ム
を
そ
れ
ぞ
れ
闘
っ
て
い
る
の
ほ
い
う
ま
で
も
な
 
 

四
七
 
 
 

ニ
ュ
ー
∴
ア
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
≡
）
 
 

的
立
場
」
か
ら
す
る
、
資
本
の
た
め
の
政
策
虹
ほ
か
な
ら
な
い
と
意
義
付
け
、
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
藤
井
洋
、
前
掲
、
各
所
）
。
 
 
 

だ
が
、
右
の
よ
う
に
恐
慌
・
不
況
の
激
化
を
緩
和
・
防
あ
つ
す
る
た
め
の
政
策
的
手
段
と
す
る
と
、
労
働
基
本
権
保
障
や
反
独
占
的
企
業
規
 
 

制
な
ど
は
、
好
況
時
に
ほ
当
然
な
が
ら
そ
の
存
在
理
由
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
好
・
不
況
を
問
わ
ず
恒
常
的
装
置
と
し
て
資
本
 
 

主
義
体
制
内
に
ビ
ル
ト
・
イ
ン
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
あ
り
え
な
い
事
柄
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、
そ
の
他
国
家
＝
「
総
資
本
」
 
 

諭
な
ど
の
疑
問
点
を
別
に
し
て
も
、
同
説
の
誤
謬
ほ
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

そ
の
他
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
「
反
独
占
と
労
働
保
護
を
内
容
と
し
た
改
革
」
を
、
「
景
気
回
復
」
策
と
し
て
理
解
す
る
戸
原
四
郎
 
 

『
恐
慌
諭
』
（
筑
摩
審
房
、
一
九
七
二
年
、
第
七
草
）
、
同
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
変
遷
と
限
界
」
（
鈴
木
鴻
一
郎
掃
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
 
 

の
研
究
、
下
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
八
年
）
も
、
藤
井
説
と
ほ
ぼ
同
説
と
い
え
よ
う
。
 
 



四
八
 
 

い
。
そ
し
て
「
個
々
の
資
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
価
値
増
殖
を
目
標
と
し
て
、
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
な
が
ら
、
社
会
的
需
 
 

要
に
応
じ
」
、
「
全
社
会
の
労
働
力
を
生
産
手
段
と
共
に
…
…
配
分
す
る
」
（
宇
野
弘
蔵
『
経
済
原
論
』
、
岩
波
全
書
、
一
九
六
四
年
、
〓
 
 

六
京
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
資
本
の
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
結
果
的
に
社
会
的
再
生
産
の
全
体
的
有
機
的
編
成
が
実
現
さ
れ
、
経
済
原
則
を
 
 

特
殊
に
充
足
す
る
組
織
体
が
資
本
主
義
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
ほ
個
々
の
資
本
の
集
群
体
そ
れ
自
身
が
社
会
的
総
資
本
な
の
で
あ
っ
て
、
 
 

総
資
本
な
る
実
体
が
個
別
資
本
と
は
別
個
に
実
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
個
々
の
資
本
か
ら
独
立
・
自
立
化
し
た
存
在
と
 
 

し
て
の
総
資
本
お
よ
び
同
総
資
本
の
固
有
な
要
求
や
意
志
、
あ
る
い
は
「
総
体
と
し
て
の
資
本
の
理
性
」
な
ど
は
、
明
ら
か
に
「
一
つ
の
 
 

『
擬
制
』
」
に
す
ぎ
ず
、
「
『
観
念
』
に
お
け
る
存
在
」
物
で
、
抽
象
的
な
「
単
な
る
『
想
定
』
」
（
岸
本
英
太
郎
『
社
会
政
策
論
の
根
本
問
 
 

題
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
〇
年
、
三
八
四
貫
）
 
で
あ
ろ
う
。
岸
本
英
太
郎
氏
な
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
「
何
等
 
 

の
意
志
を
も
持
た
な
い
」
観
念
的
「
想
定
」
物
な
い
し
虚
構
と
し
て
の
「
総
資
本
」
は
、
と
う
て
い
特
定
の
具
体
的
な
政
策
の
推
進
力
た
 
 

り
え
な
い
の
で
あ
り
、
「
こ
れ
が
…
…
政
策
の
主
体
だ
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
重
大
な
観
念
的
謬
諭
」
（
岡
、
こ
〇
五
、
三
八
四
貢
）
に
な
ら
 
 

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

た
し
か
に
、
現
体
制
の
維
持
に
よ
っ
て
最
大
利
益
を
享
受
す
る
の
は
金
融
資
本
で
あ
る
の
に
は
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
金
融
資
本
 
 

が
体
制
安
定
化
に
重
大
な
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
に
利
益
を
感
ず
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
個
別
資
本
の
願
望
を
、
 
 

資
本
総
体
と
し
て
の
統
一
的
意
志
に
集
中
・
集
給
し
、
さ
ら
に
そ
の
統
一
的
意
志
を
各
個
別
資
本
に
強
制
し
う
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
資
本
主
 
 

義
は
本
来
的
に
備
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
個
別
資
本
と
は
別
個
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
も
つ
「
長
期
的
視
野
に
立
つ
」
「
理
性
」
 
 

的
な
総
資
本
の
立
場
は
、
観
念
的
に
は
考
え
ら
れ
て
も
、
現
実
の
実
行
性
を
も
つ
主
体
的
力
能
と
し
て
は
実
在
し
え
な
い
と
い
え
よ
う
。
 
 

た
し
か
に
現
代
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
金
融
資
本
的
独
占
組
織
の
発
達
や
、
国
家
政
策
へ
の
政
治
的
影
響
力
行
使
を
目
的
に
す
る
種
々
 
 
 



の
資
本
家
団
体
の
琴
」
・
跳
り
ょ
う
が
み
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
独
占
・
非
独
占
間
の
対
立
関
係
を
別
に
し
て
も
、
不
断
の
 
 

独
占
資
本
間
競
争
ほ
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
全
国
的
規
模
の
単
一
ト
ラ
ス
ト
で
も
形
成
さ
れ
え
な
い
か
ぎ
り
、
全
資
本
を
打
っ
て
 
 

一
丸
と
し
た
統
一
的
意
志
な
い
し
立
場
が
形
成
・
成
立
し
う
る
か
ど
う
か
は
す
こ
ぶ
る
厳
し
い
の
で
あ
る
。
か
り
に
い
わ
ゆ
る
開
明
的
資
 
 

本
家
が
登
場
し
て
、
体
制
維
持
の
た
め
の
代
償
と
し
て
資
本
譲
歩
の
合
理
性
を
個
々
の
資
本
家
に
説
得
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
 
 

そ
れ
は
も
は
や
い
ず
れ
に
し
て
も
資
本
の
立
場
に
ょ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
じ
つ
さ
い
、
体
制
維
持
策
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
・
 
 

デ
ィ
ー
ル
政
策
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
資
本
家
・
資
本
家
団
体
の
ほ
と
ん
ど
が
徹
底
的
に
反
抗
し
、
組
織
的
反
対
運
動
を
展
開
 
 

し
た
事
実
は
、
総
資
本
的
政
策
の
要
求
や
総
資
本
的
意
志
な
る
も
の
が
非
現
実
的
・
「
虚
構
」
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
具
体
 
 

的
証
左
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
に
、
総
資
本
な
る
も
の
の
実
体
お
よ
び
総
体
と
し
て
の
資
本
意
志
の
実
在
性
が
疑
わ
し
い
と
す
れ
ば
、
総
資
本
的
意
志
の
代
 
 

理
。
執
行
人
と
し
て
の
「
総
資
本
」
国
家
の
範
疇
は
当
然
な
が
ら
成
立
ち
が
た
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
総
資
本
－
1
国
家
論
は
、
「
資
本
制
社
会
の
経
済
的
範
疇
た
る
」
資
本
と
政
治
「
社
会
的
範
疇
た
る
近
代
国
家
」
と
を
単
純
 
 

に
同
一
視
し
、
そ
の
「
混
同
が
あ
る
」
（
氏
原
正
治
郎
「
社
会
政
策
の
社
会
理
論
の
た
め
に
」
、
『
経
済
評
論
』
一
九
四
九
年
一
二
月
号
、
 
 

四
七
京
）
と
い
う
無
理
を
含
ん
で
い
る
点
も
み
の
が
せ
な
い
。
私
的
経
済
横
棒
と
し
て
の
資
本
と
社
会
全
体
を
統
括
・
代
表
す
る
公
的
権
 
 

力
棟
梼
と
し
て
の
国
家
と
ほ
、
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
別
個
の
組
織
体
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
の
た
ん
な
る
代
理
・
代
 
 

替
枚
関
な
い
し
そ
の
延
長
磯
構
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
い
う
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
階
級
の
支
配
」
を
貫
ぬ
く
に
し
て
も
、
ブ
ル
 
 

ジ
ョ
ア
「
国
家
的
な
強
制
の
機
構
は
、
支
配
階
級
の
私
的
な
機
構
…
…
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
、
公
的
権
力
と
い
う
、
非
個
人
的
な
、
社
会
 
 

か
ら
ほ
な
れ
た
機
構
の
形
態
を
と
」
り
、
「
非
個
人
的
な
『
一
般
意
志
』
、
『
法
の
権
力
』
な
ど
と
し
て
現
実
に
あ
ら
わ
れ
る
」
（
バ
ツ
ュ
カ
 
 

四
九
 
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
（
三
 
 



五
〇
 
 

－
エ
ス
、
稲
子
恒
夫
訳
『
法
の
一
般
理
論
と
マ
ル
ク
ス
主
畿
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
五
八
年
、
一
四
六
、
一
四
七
、
一
五
〇
貫
）
の
で
 
 

あ
る
。
現
に
、
先
に
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
体
制
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
た
よ
う
に
、
現
代
国
家
は
支
配
的
な
金
融
資
本
利
益
の
み
を
代
 
 

表
し
、
そ
れ
に
一
方
的
に
従
属
し
て
い
る
わ
け
で
ほ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
の
問
題
と
し
て
は
、
同
翰
で
は
労
働
基
本
権
保
障
等
社
会
改
革
政
策
が
資
本
政
釆
に
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
 
 

る
。
同
静
に
お
け
る
よ
う
に
、
労
働
基
本
権
保
障
寄
労
働
宥
和
策
は
、
た
と
え
資
本
利
潤
の
便
食
二
圧
迫
要
因
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
 
 

方
で
ほ
同
時
に
、
「
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
制
内
吸
収
」
－
剰
余
価
値
生
産
の
安
定
化
の
効
果
を
も
ち
、
資
本
に
対
し
て
間
接
的
利
益
 
 

を
与
え
る
か
ら
、
そ
の
而
に
お
い
て
資
本
利
益
に
合
致
し
資
本
の
政
策
た
り
う
る
と
主
張
す
る
の
は
、
明
ら
か
に
資
本
概
念
の
拡
散
・
準
 
 

用
な
い
し
破
壊
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
資
本
は
あ
く
ま
で
価
値
増
殖
の
追
求
を
唯
一
絶
対
の
目
的
と
す
る
自
己
増
殖
運
 
 

動
体
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
労
働
宥
和
策
を
、
総
資
本
を
基
礎
直
す
る
、
総
資
本
の
た
め
 
 

の
政
策
と
も
い
え
な
い
理
由
は
右
に
み
た
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
も
さ
ら
に
、
あ
く
ま
で
資
本
政
策
の
一
環
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
は
労
働
宥
和
な
い
し
社
会
改
革
政
策
が
必
然
的
に
随
 
 

（
1
4
）
（
1
5
）
 
 

伴
す
る
資
本
負
担
・
資
本
利
益
製
肘
側
面
が
不
当
に
も
軽
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

（
空
 
た
と
え
ば
E
・
S
・
グ
リ
ン
バ
ー
グ
は
、
前
述
の
よ
う
に
（
注
1
3
）
社
会
保
障
制
度
と
労
働
基
本
権
保
障
に
つ
い
て
、
「
労
働
不
安
に
対
抗
す
る
 
 

最
良
の
保
険
」
で
「
ラ
ジ
カ
ル
な
変
革
へ
の
要
求
を
鈍
化
せ
し
め
る
」
と
か
「
労
働
平
和
の
状
況
な
生
み
出
す
の
を
助
け
」
る
も
の
と
し
て
、
 
 

そ
れ
が
主
と
し
て
資
本
利
潤
の
安
定
的
確
保
・
促
進
効
果
を
も
つ
節
を
強
調
し
、
「
社
会
保
障
法
及
び
ワ
グ
ナ
ー
按
の
如
き
」
労
働
基
東
棟
保
 
 

障
は
、
「
資
本
主
義
秩
序
に
本
質
的
に
随
伴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
（
E
・
S
・
G
r
e
昌
b
e
r
g
一
〇
p
・
C
i
t
・
も
l
〓
↓
｝
p
」
－
0
0
｝
p
・
－
裟
－
p
・
ご
瓦
－
一
 
 

五
入
、
〓
ハ
九
、
一
室
二
京
）
と
力
説
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
完
全
雇
用
」
ほ
資
本
に
と
っ
て
も
と
も
と
背
理
で
あ
り
、
労
働
同
権
化
や
 
 

社
会
保
障
の
制
度
化
が
資
本
に
対
し
て
新
し
い
負
担
増
加
を
伴
う
側
面
が
全
く
軽
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
労
働
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武
村
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‥
イ
十
人
紆
バ
し
ト
∵
∵
ィ
‥
ル
㌧
 
東
大
Ⅲ
駁
ん
ぺ
 
 

九
．
L
h
∴
十
、
ミ
∵
ニ
∴
山
ニ
ト
、
り
一
ナ
一
法
に
叫
守
る
貿
木
潔
佃
の
反
対
鰍
性
は
さ
n
∴
ト
∵
で
へ
新
枠
∵
香
り
右
∵
い
て
あ
る
こ
．
田
彗
n
誓
已
ヨ
一
 
 

（
〓
ニ
己
チ
こ
r
〓
・
㌔
ぎ
菩
P
〇
〓
c
∵
言
芦
L
J
l
・
ツ
y
∴
‥
、
∴
恒
．
 
 

I
も
ち
熟
ん
柑
ザ
オ
ー
汰
琴
に
対
す
る
£
宅
脚
部
約
資
率
驚
鵜
賛
成
曲
が
な
か
鳴
声
わ
津
凋
㌦
は
恕
㌔
、
鵜
㍉
ぽ
鯛
約
束
恕
敵
将
鸞
審
寮
が
融
致
㍍
 
 

ザ
b
潜
鱒
凝
怒
橡
法
線
啓
監
謝
し
ぞ
成
瀬
磯
踪
阿
り
、
藤
礫
撹
対
鞠
が
財
静
室
繚
恕
も
め
た
杏
が
魚
弼
昏
離
な
抒
離
ぼ
な
‰
な
机
碍
で
あ
ぁ
抄
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五
二
 
 
 

過
な
い
し
軽
視
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
最
大
の
問
題
点
は
、
同
諭
忙
よ
っ
て
は
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
社
会
改
革
政
策
の
経
済
的
歴
史
的
必
然
 
 

性
お
よ
び
そ
の
本
質
的
意
義
が
ほ
と
ん
ど
把
捉
・
せ
ん
明
さ
れ
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
や
や
く
わ
し
く
立
入
っ
て
み
て
み
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
P
・
M
・
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
一
説
に
つ
い
て
み
る
と
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
は
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
い
わ
ゆ
る
階
級
国
家
論
に
立
 
 

脚
し
て
、
国
家
ほ
「
支
配
階
級
の
手
中
に
あ
る
道
具
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
国
家
の
最
高
目
的
」
は
「
所
与
の
社
会
形
態
の
存
続
と
安
定
 
 

を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
る
」
 
（
P
．
M
■
S
w
e
e
z
y
｝
T
訂
丁
訂
。
r
y
O
叫
C
a
p
i
邑
i
s
t
D
慧
首
ど
p
m
R
テ
】
毎
怠
－
p
・
N
串
p
・
N
会
－
都
留
重
人
 
 

『
資
本
主
義
発
展
の
理
論
』
、
新
評
論
社
、
一
九
六
七
年
、
三
〇
〇
、
三
〇
二
頁
）
と
断
定
し
、
そ
の
上
で
、
そ
の
た
め
の
国
家
的
方
策
 
 

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
バ
ル
ト
国
家
」
機
能
（
物
理
的
強
制
力
）
の
み
で
な
く
、
合
わ
せ
て
「
譲
歩
す
る
」
方
式
も
あ
り
う
る
こ
と
を
 
 

強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
も
し
も
譲
歩
し
な
か
っ
た
場
合
の
結
果
が
体
制
全
体
の
安
定
と
機
能
に
は
な
は
だ
危
険
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
 
 

る
と
き
に
は
」
、
国
家
は
「
労
働
者
階
級
に
譲
歩
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
」
、
「
資
本
家
階
級
は
、
国
家
活
動
を
媒
介
と
し
て
…
…
譲
歩
」
 
 

を
与
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
こ
の
ば
あ
い
は
、
「
国
家
に
よ
る
行
動
が
、
資
本
家
の
…
：
直
接
的
な
経
済
的
利
益
に
そ
む
く
こ
と
が
あ
 
 

り
う
る
」
の
で
あ
り
、
資
本
の
「
直
接
的
な
経
済
的
利
益
を
犠
牲
に
し
て
も
…
…
国
内
の
平
和
と
安
寧
」
の
「
維
持
」
が
、
国
家
的
「
至
 
 

上
命
令
」
（
i
b
i
d
．
三
一
〇
七
、
三
〇
六
貢
）
と
し
て
追
求
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
∵
デ
ィ
ー
ル
は
ま
さ
し
く
「
体
制
自
 
 

体
を
救
う
唯
一
の
可
能
な
途
」
と
し
て
、
広
範
な
「
改
革
と
譲
歩
の
政
策
」
（
P
・
M
・
S
w
e
m
z
y
u
苫
e
s
邑
も
・
－
岸
邦
訳
、
二
二
七
宰
 
 

を
断
行
し
た
代
表
例
で
あ
っ
た
と
歴
史
的
に
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
三
〇
年
代
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
に
お
い
て
初
め
て
そ
う
し
た
社
会
改
革
的
「
譲
歩
の
政
策
」
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
 
 

ほ
な
ら
な
か
っ
た
の
か
ー
い
う
ま
で
も
な
く
「
社
会
改
革
が
広
汎
に
お
こ
な
わ
れ
た
」
の
は
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
時
期
」
の
「
特
徴
 
 
 



で
あ
」
（
i
b
i
d
．
も
．
〓
u
－
〓
ニ
二
貫
）
り
、
こ
れ
以
前
に
ほ
「
改
革
と
譲
歩
の
政
策
」
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
 
ー
。
 
 

ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
は
そ
の
第
一
義
的
要
因
を
「
革
命
的
脅
威
の
具
体
的
な
現
実
化
」
な
い
し
「
階
級
対
立
の
烈
し
さ
」
（
T
F
g
r
y
も
・
望
u
V
 
 

p
．
窒
0
0
｝
 
三
〇
七
、
三
〇
六
京
）
に
求
め
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
労
働
者
の
組
織
的
反
抗
の
増
大
・
階
級
対
立
の
激
化
に
よ
 
 

り
、
「
譲
歩
し
な
か
っ
た
場
合
…
…
体
制
全
体
の
安
定
と
機
能
」
が
「
危
険
と
な
る
」
事
態
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
「
大
衆
の
不
満
を
比
較
的
 
 

安
定
な
方
向
へ
導
く
効
果
を
も
つ
よ
う
な
」
「
い
ま
ま
で
に
な
く
急
速
な
そ
し
て
広
範
囲
な
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
「
必
要
」
（
T
訂
O
r
y
－
 
 

（
1
6
）
 
 

p
．
N
金
二
ニ
〇
七
貢
、
P
r
¢
S
昌
t
｝
p
●
甚
 
六
八
貢
）
不
可
欠
と
な
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
1
6
）
 
も
っ
と
も
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
は
他
方
で
は
「
一
九
二
九
－
一
九
三
三
年
の
激
烈
な
不
況
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
構
造
を
根
底
か
ら
括
り
動
か
 
 

し
た
」
、
そ
の
た
め
に
「
政
府
活
動
の
い
ち
じ
る
し
い
増
大
を
含
む
改
革
と
譲
歩
の
政
策
」
（
守
Q
S
e
n
t
－
p
・
】
苫
二
三
七
貢
）
が
必
至
と
な
っ
 
 

た
と
し
て
、
そ
の
要
因
を
一
九
二
九
年
恐
慌
の
激
甚
性
に
求
め
て
い
る
個
所
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
恐
慌
が
ど
の
程
度
激
し
け
れ
 
 

ば
「
譲
歩
」
が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
必
要
と
さ
れ
な
い
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ほ
な
ぜ
な
の
か
ほ
い
っ
さ
い
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
恐
慌
の
激
烈
 
 

さ
と
階
級
対
立
の
激
化
・
労
働
者
の
組
織
的
反
抗
の
増
大
と
に
は
、
比
例
的
・
一
義
的
関
係
が
あ
る
わ
け
で
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
た
ん
な
る
恐
慌
の
量
的
な
激
し
さ
の
程
度
か
ら
－
じ
つ
さ
い
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
一
に
は
第
一
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
経
済
過
程
の
変
質
お
 
 

よ
び
一
九
二
九
年
恐
慌
と
そ
れ
以
前
の
恐
慌
と
を
質
的
に
区
別
す
る
視
点
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
ー
、
三
〇
年
代
と
い
う
特
定
時
点
に
お
 
 

け
る
歴
史
特
殊
的
政
策
を
導
く
の
ほ
い
か
に
も
無
理
で
あ
る
。
 
 

ち
な
み
に
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
ほ
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
立
法
を
、
資
本
「
譲
歩
」
策
の
事
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
T
g
r
y
｝
 
 

c
ぎ
p
」
い
）
、
そ
れ
は
正
当
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
言
で
い
え
ば
、
同
工
場
立
法
は
、
労
働
基
本
権
保
障
・
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
ば
あ
 
 

い
と
は
昇
り
、
横
短
的
な
資
本
負
担
増
加
を
と
も
な
う
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
工
場
法
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
 
 

り
山
本
暫
三
『
資
本
論
と
国
家
』
（
静
創
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 
 

加
藤
栄
一
氏
の
ば
あ
い
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
大
戦
後
の
労
働
者
階
級
の
政
治
的
力
量
増
大
と
大
恐
慌
勃
発
に
よ
 
 

る
「
経
済
の
混
乱
閉
塞
状
況
」
を
背
景
に
し
て
、
「
反
体
制
運
動
の
昂
揚
」
か
ら
深
刻
な
「
体
制
危
椀
」
「
革
命
情
勢
」
の
危
梯
が
発
現
し
 
 

五
三
 
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
三
）
 
 



五
四
 
 

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
「
革
命
主
体
を
妥
協
に
ひ
き
ず
り
込
み
」
、
体
制
内
に
つ
な
ぎ
止
め
、
「
体
制
亨
…
：
救
出
」
す
る
た
め
に
、
 
 

か
つ
て
例
の
な
い
横
橡
的
な
「
政
治
的
操
作
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
労
働
同
権
化
尊
労
働
宥
和
策
＝
資
本
の
「
譲
歩
」
策
 
 

－
な
ぜ
な
ら
「
労
働
諸
権
利
の
拡
張
」
は
資
本
の
「
実
質
的
負
担
を
伴
う
」
か
ら
－
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
「
操
作
」
に
よ
り
、
「
反
体
 
 

制
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
止
」
し
っ
つ
体
制
動
揺
の
危
機
を
し
の
い
だ
の
が
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
」
で
あ
り
「
ワ
イ
ヤ
ル
共
和
国
」
体
制
で
 
 

あ
っ
た
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
（
前
掲
『
ワ
』
、
「
位
置
」
、
各
所
、
参
照
）
。
つ
ま
り
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
の
ば
あ
い
と
ほ
ぼ
同
様
忙
、
労
 
 

働
勢
力
の
強
大
化
、
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
大
と
い
う
第
一
次
大
戦
後
に
固
有
な
政
治
的
条
件
・
情
勢
に
、
「
譲
歩
の
政
策
」
と
し
て
 
 

の
社
会
改
革
政
策
の
第
一
義
的
要
因
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
右
の
見
解
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
疑
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
H
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治
情
勢
の
実
際
は
、
右
の
 
 

よ
う
な
加
藤
氏
な
ど
の
議
論
と
は
明
ら
か
に
興
っ
て
い
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
の
大
恐
慌
が
と
て
つ
も
な
く
深
刻
で
破
滅
的
な
経
済
的
崩
落
 
 

で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
同
恐
慌
時
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
は
却
っ
て
大
量
失
業
者
累
積
の
圧
力
か
ら
組
織
力
 
 

を
大
幅
に
弱
め
て
、
戦
闘
能
力
を
失
い
、
ア
メ
リ
カ
社
会
党
等
左
翼
政
党
も
い
ぜ
ん
と
し
て
マ
イ
ナ
ー
勢
力
の
ま
ま
で
政
治
的
影
響
力
を
 
 

ほ
と
ん
ど
も
た
ず
、
そ
の
他
失
業
者
・
大
衆
運
動
も
分
散
・
散
発
的
で
あ
っ
て
、
一
部
農
村
地
域
を
の
ぞ
き
「
革
命
情
勢
」
「
反
体
制
エ
 
 

（
1
7
）
 
 

ネ
ル
ギ
ー
の
高
揚
」
と
い
っ
た
事
懸
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
有
様
で
あ
り
、
大
恐
慌
は
、
「
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
革
命
に
近
い
も
の
ほ
も
た
 
 

ら
さ
な
か
っ
た
」
（
ロ
L
．
A
穿
ロ
㌔
訂
B
i
g
C
F
呂
g
印
こ
援
N
－
勺
．
－
遵
、
階
級
の
「
対
決
よ
り
ほ
不
安
定
化
と
無
気
力
化
が
ア
メ
リ
カ
 
 

資
本
主
義
の
危
鶴
の
特
徴
で
莞
た
」
（
東
大
社
会
科
学
研
究
所
編
、
前
掲
、
三
二
五
害
と
い
う
宗
実
情
で
莞
た
。
し
た
が
っ
て
 
 

政
治
的
な
体
制
的
危
校
に
対
応
し
、
高
揚
し
た
「
革
命
芸
ル
ギ
ー
を
吸
収
」
す
る
た
め
の
「
政
治
的
操
作
」
と
し
て
、
三
〇
年
代
に
お
 
 

け
る
ア
メ
リ
カ
の
労
働
宥
和
・
社
会
改
革
政
策
は
導
か
れ
が
た
い
の
で
あ
り
、
「
直
接
に
革
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
収
を
」
、
ニ
且
－
・
デ
ィ
ー
 
 
 



ル
労
働
政
策
の
「
目
標
と
解
す
る
」
の
は
「
無
理
と
い
う
他
は
な
い
」
（
榎
本
正
敏
「
現
代
資
本
主
義
論
の
方
法
」
『
経
済
学
批
判
』
第
二
 
 

号
、
二
九
、
三
〇
貢
）
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
1
7
）
 
く
わ
し
く
は
、
p
t
W
e
c
卓
↑
訂
A
g
e
O
ニ
b
e
G
－
邑
D
琶
邑
O
n
－
還
⊥
軍
芯
畠
｝
W
】
M
買
F
邑
巧
㌔
訂
G
－
0
童
a
邑
 
 

t
b
巾
D
r
e
a
m
－
罠
⊥
当
♪
－
ヨ
こ
芸
－
鈴
木
主
税
『
栄
光
と
夢
〓
）
』
（
草
思
社
、
一
九
七
六
）
、
新
川
健
三
郎
「
大
恐
慌
期
に
お
け
る
 
 

ア
メ
リ
カ
の
左
翼
勢
力
と
大
衆
運
動
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
鋸
、
山
九
七
一
年
）
な
ど
参
照
。
 
 

む
し
ろ
、
階
級
対
立
の
激
化
・
体
制
勢
力
と
反
体
制
勢
力
の
正
面
衝
突
の
形
を
と
っ
て
政
治
的
革
命
の
危
機
が
燃
え
上
り
、
体
制
震
撼
 
 

し
た
の
は
三
〇
年
代
初
頭
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
そ
、
体
制
へ
の
協
力
を
取
付
け
、
切
迫
し
た
革
命
を
 
 

「
流
産
」
さ
せ
る
た
め
の
対
労
働
宥
和
・
「
改
革
と
譲
歩
の
政
策
」
が
緊
急
必
要
不
可
欠
事
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
 
 

か
か
わ
ら
ず
、
じ
じ
つ
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
反
対
に
、
同
国
で
は
労
働
組
織
・
労
働
者
政
党
の
徹
底
的
な
弾
圧
と
解
体
、
労
働
者
権
利
 
 

の
完
全
な
剥
奪
が
強
権
的
・
暴
力
的
に
断
行
さ
れ
、
一
国
＝
亮
＝
蒜
尊
者
原
理
の
下
で
橿
端
な
ナ
チ
ス
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
支
配
体
制
が
 
 

し
か
れ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
ド
イ
ツ
で
は
ヴ
ュ
ル
サ
ま
体
制
に
よ
る
賠
償
負
担
等
の
重
荷
、
国
際
収
支
上
の
脆
 
 

弱
性
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
と
は
興
る
特
殊
な
制
約
事
情
が
あ
っ
た
の
に
ほ
違
い
な
い
。
だ
が
、
「
革
命
的
危
機
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
っ
 
 

た
」
ア
メ
リ
カ
で
労
働
宥
和
の
政
策
が
〓
学
的
に
進
展
し
、
逝
に
深
刻
な
「
革
命
的
危
磯
」
に
現
実
的
に
直
面
し
た
ド
イ
ツ
で
は
労
働
者
 
 

権
利
が
徹
底
的
に
剥
奪
・
否
定
さ
れ
た
事
実
は
、
反
体
制
言
ル
ギ
ー
の
高
揚
、
革
命
的
情
勢
と
い
っ
た
政
治
的
条
件
に
、
労
働
宥
和
策
 
 

の
第
一
義
的
・
決
定
的
要
因
が
求
め
ら
れ
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
・
デ
 
 

ィ
ー
ル
に
お
け
る
労
働
者
権
利
の
拡
大
・
社
会
改
革
政
策
は
、
労
働
者
の
鼠
織
的
反
抗
の
増
大
、
「
政
治
的
主
体
的
表
現
と
し
て
の
階
級
 
 

対
立
の
激
化
」
と
い
っ
た
政
治
的
要
因
に
、
そ
の
直
接
的
根
拠
が
あ
っ
た
と
は
事
実
上
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
≡
）
 
 
 



五
六
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
ア
メ
リ
カ
で
は
総
労
働
力
人
口
の
二
〇
％
を
こ
え
る
と
い
う
前
古
未
腎
有
の
規
模
の
膨
大
な
失
業
者
が
構
造
的
に
 
 

累
概
し
て
い
た
（
三
一
－
三
五
年
間
の
年
平
均
失
業
率
二
〇
・
四
〟
空
の
で
あ
る
か
ら
、
体
制
動
揺
の
危
機
が
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
 
 

そ
こ
で
、
ニ
ネ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
労
働
宥
和
・
社
会
改
革
政
策
を
、
「
反
体
制
運
動
の
先
取
り
政
策
」
（
森
恒
夫
『
現
代
ア
メ
リ
カ
財
政
 
 

論
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
九
年
、
一
七
三
吾
と
し
、
そ
れ
が
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
政
治
的
危
椒
へ
の
発
展
を
遮
断
す
る
効
果
を
 
 

発
揮
し
た
が
ゆ
え
に
、
階
級
対
立
の
激
化
が
防
あ
つ
さ
れ
て
い
た
、
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
将
来
起
り
う
る
事
態
 
 

を
予
め
推
量
し
先
回
り
し
て
予
防
的
措
置
を
講
ず
る
合
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
政
治
的
機
構
が
本
来
も
ち
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
本
 
 

質
的
に
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ク
で
場
当
り
政
策
に
終
始
し
、
「
事
態
を
処
理
す
る
よ
り
も
事
態
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
」
と
い
わ
れ
る
ル
ー
ズ
 
 

ベ
ル
ト
政
権
が
、
果
し
て
そ
う
し
た
理
知
的
・
先
回
り
的
な
「
体
制
危
機
に
対
す
る
先
取
り
緩
和
策
」
（
同
、
一
二
二
吉
を
、
資
本
家
 
 

側
の
強
硬
な
反
対
を
押
し
の
け
て
ま
で
強
行
し
え
た
も
の
か
ど
う
か
、
す
こ
ぶ
る
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
森
氏
の
岡
見
解
は
結
果
論
的
解
 
 

釈
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
横
極
的
な
構
造
的
大
量
失
業
救
済
政
策
や
農
業
政
策
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
 
 

者
・
小
慶
民
等
が
宥
め
ら
れ
、
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴
出
が
抑
制
・
発
散
さ
れ
て
、
政
治
的
危
磯
に
発
展
せ
ず
に
潜
在
化
・
沈
激
し
た
。
 
 

こ
の
事
態
を
結
果
か
ら
み
て
、
体
制
的
危
機
に
対
す
る
「
先
取
り
政
策
」
と
規
定
し
た
見
解
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
同
議
論
は
事
実
に
合
致
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
ほ
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
社
会
改
革
政
策
の
必
然
性
が
せ
 
 

ん
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

日
岡
議
論
で
は
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
労
働
宥
和
・
社
会
改
革
政
策
の
内
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
え
な
い
点
。
先
に
み
た
よ
う
に
そ
こ
で
 
 

は
、
反
体
制
干
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
の
た
め
に
、
「
労
働
者
の
要
求
」
「
反
体
制
運
動
の
要
求
」
に
対
し
て
国
家
＝
給
資
本
が
資
本
「
譲
歩
」
 
 

的
政
策
と
し
て
「
と
り
入
れ
」
た
も
の
が
、
労
働
宥
和
策
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
「
民
主
主
義
的
諸
改
革
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
 
 
 



て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
す
る
と
、
当
然
な
が
ら
次
の
語
点
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
で
は
そ
う
し
た
社
会
保
障
、
労
働
基
本
権
保
障
尊
の
「
労
働
者
の
要
求
」
「
反
体
制
運
動
の
要
求
」
 
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
 
 

（
柑
）
 
れ
た
の
か
。
 
 

（
1
8
）
 
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
最
大
で
か
つ
は
と
ん
ど
唯
一
の
労
働
組
織
で
あ
っ
た
A
F
L
は
、
発
足
時
〓
八
八
六
年
）
以
来
一
貫
し
て
、
失
業
保
険
 
 

・
老
齢
年
金
等
社
会
保
障
制
度
や
最
低
賃
金
制
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
と
り
つ
づ
け
（
戸
M
a
r
s
訂
u
 
匪
 
甲
声
u
点
e
－
i
n
g
－
T
b
e
 
R
O
【
e
 
 

O
f
 
U
n
i
O
n
S
 
i
n
t
b
巾
A
m
誓
i
c
a
n
m
c
O
冒
m
y
こ
当
か
一
山
本
隆
道
『
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
』
、
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
七
九
年
、
第
二
章
 
 

な
ど
参
照
）
、
三
〇
年
代
に
な
っ
て
初
め
て
態
度
変
更
し
、
三
二
年
に
失
業
陳
除
法
秦
、
三
四
年
に
包
括
的
社
会
保
障
法
秦
へ
の
支
持
を
表
明
 
 

す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合
・
労
働
者
が
社
会
保
障
計
画
に
対
し
て
は
と
ん
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
 
 

（
M
．
D
e
r
b
e
r
紆
H
．
Y
O
仁
n
偶
｝
L
a
b
O
r
a
ロ
d
T
F
㌣
Z
e
w
D
e
a
－
二
重
芦
c
F
P
p
・
が
な
ど
参
照
）
の
ほ
な
ぜ
か
。
ま
た
、
労
働
基
本
権
保
障
要
 
 

求
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
熟
練
労
働
者
に
ょ
る
職
能
別
組
合
の
そ
れ
か
ら
、
三
〇
年
代
に
ほ
未
熟
労
働
者
に
よ
る
産
業
別
範
合
の
そ
れ
へ
重
点
 
 

シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
な
ぜ
か
。
 
 

ち
な
み
に
、
「
社
会
保
障
形
成
の
要
因
に
な
っ
た
の
」
は
、
「
三
〇
年
代
以
降
の
資
本
主
義
の
危
機
的
段
階
に
お
け
る
」
た
ん
な
る
「
窮
乏
化
 
 

と
労
働
＝
社
会
運
動
の
発
展
で
あ
る
」
（
下
山
房
雄
他
『
社
会
政
策
㈲
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
、
〓
ハ
四
貢
）
 
と
は
も
ち
ろ
ん
い
え
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
に
、
ア
メ
リ
カ
の
「
社
会
保
障
制
度
は
、
一
つ
と
し
て
組
織
労
働
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
彼
ら
の
影
 
 

響
力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
も
の
は
な
」
（
M
・
D
e
f
b
鞘
a
b
d
E
・
Y
O
u
n
m
－
O
p
・
C
i
t
・
－
p
・
い
念
｝
 
永
田
正
臣
他
『
現
代
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
 
 

史
』
、
日
刊
労
働
通
信
社
、
一
九
六
四
年
、
三
四
七
貫
）
 
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
た
ん
な
る
労
働
者
・
農
民
の
窮
乏
化
の
程
度
で
は
な
く
、
 
 

三
〇
年
代
に
お
け
る
窮
乏
化
の
質
的
歴
史
的
性
格
が
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

第
二
に
、
当
時
A
甘
こ
⊥
等
労
働
組
合
ヰ
ア
メ
リ
カ
社
会
党
等
反
体
制
勢
力
の
要
求
は
、
団
結
・
団
体
交
渉
権
保
障
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
 
 

産
業
国
有
化
・
減
税
。
ス
ラ
ム
清
掃
・
経
済
計
画
化
な
ど
多
種
多
様
、
広
範
に
お
よ
ん
で
い
た
（
A
F
L
年
次
大
会
報
告
、
ア
メ
リ
カ
社
 
 

会
党
政
策
綱
領
な
ど
参
照
）
。
こ
の
う
ち
国
家
政
策
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
実
現
さ
れ
た
も
の
と
、
政
府
当
局
に
よ
っ
て
断
固
と
し
て
拒
絶
 
 

五
七
 
 
 

ニ
ュ
ー
・
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
（
二
）
 
 



（
1
9
）
 
 

さ
れ
た
も
の
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
 

（
1
9
）
 
そ
れ
ら
の
う
ち
の
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
的
」
な
要
求
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
な
じ
む
形
」
で
取
込
ま
れ
、
「
資
本
主
義
に
な
じ
ま
な
い
も
の
」
 
 

ほ
排
除
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
は
も
ち
ろ
ん
片
付
か
な
い
の
で
あ
る
。
加
藤
氏
自
身
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
労
働
基
本
権
保
障
・
労
働
同
 
 

権
化
や
生
存
権
保
障
は
本
来
的
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
的
」
要
求
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
「
資
本
主
義
を
否
定
す
る
要
素
」
な
い
し
「
社
会
主
 
 

義
的
要
素
」
と
も
い
い
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
的
要
求
」
の
な
か
で
、
労
働
同
権
化
、
生
存
権
保
障
な
ど
「
資
 
 

（
空
 
こ
れ
に
つ
い
て
ほ
前
述
し
た
か
ら
く
り
返
さ
な
い
（
拙
稿
「
＝
ユ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
失
業
救
済
政
策
的
」
『
筑
波
大
経
済
学
論
集
』
第
－
四
号
、
 
 

本
主
義
の
枠
内
に
取
り
込
」
ま
れ
た
も
の
と
、
そ
の
他
排
斥
さ
れ
た
も
の
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
事
由
ほ
何
で
あ
る
か
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
そ
の
さ
い
の
対
労
働
宥
和
策
が
、
な
ぜ
「
労
働
基
本
権
の
承
認
」
・
「
完
全
雇
用
」
・
社
会
保
障
制
度
・
最
低
労
働
条
件
の
法
 
 

的
保
障
等
の
具
体
的
な
形
態
を
と
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
諸
要
素
の
本
質
的
意
義
は
何
で
あ
り
、
ま
た
い
か
な
る
相
互
有
撥
的
関
連
性
 
 

（
2
0
）
 
 

の
も
と
に
あ
る
の
か
 

結
語
の
項
な
ど
参
照
さ
れ
た
い
）
。
と
も
か
く
、
労
働
基
本
権
・
雇
用
・
社
会
保
障
お
よ
び
労
働
基
準
保
障
等
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
個
有
の
機
能
を
 
 

も
ち
、
か
つ
相
互
補
完
的
関
係
に
あ
る
の
で
あ
り
、
た
ん
な
る
労
働
宥
和
策
と
し
て
一
く
く
り
に
す
る
こ
と
ほ
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
諸
点
は
、
強
大
化
し
た
労
働
運
動
の
要
求
や
反
体
制
勢
力
の
政
治
的
圧
力
の
増
大
－
そ
れ
に
対
す
る
国
家
－
－
総
資
本
に
よ
る
政
治
 
 

的
「
譲
歩
」
と
い
う
労
働
運
動
・
圧
力
論
自
体
か
ら
は
基
本
的
に
解
明
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
労
働
運
動
論
や
政
治
勢
力
論
 
 

お
よ
び
「
譲
歩
」
・
妥
協
論
を
こ
え
る
別
個
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
、
そ
こ
で
は
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
上
さ
ら
に
第
四
に
、
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
や
加
藤
氏
の
議
論
で
は
、
労
働
宥
和
策
が
い
か
に
し
て
反
体
㈲
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
う
 
 

る
か
、
そ
れ
が
い
か
な
る
経
済
的
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か
も
、
か
な
ら
ず
し
も
分
明
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
労
働
基
本
権
 
 

保
障
専
有
和
策
は
も
と
も
と
政
治
的
要
因
に
も
と
づ
き
導
入
さ
れ
た
「
政
治
的
操
作
」
物
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
第
l
義
は
労
 
 

働
側
の
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
・
体
制
内
協
力
の
取
付
け
と
い
う
政
治
的
効
果
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
そ
う
し
た
政
治
的
 
 
 



効
果
を
も
つ
も
の
と
し
て
意
義
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
極
言
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
政
府
当
局
に
よ
る
労
働
宥
和
策
採
用
の
た
ん
な
 
 

る
「
口
約
束
」
や
「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
政
治
的
効
果
を
も
ち
さ
え
す
れ
ば
そ
の
目
的
は
十
分
に
達
成
さ
れ
う
る
関
係
 
 

に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
宥
和
策
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
経
済
的
効
果
な
い
し
経
済
的
意
義
に
つ
い
て
は
本
質
的
に
無
関
係
と
い
 
 

い
う
る
の
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
、
同
談
論
ぬ
お
い
て
は
そ
れ
ほ
も
と
も
と
何
ら
か
の
経
済
的
課
題
解
決
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
一
定
の
 
 

経
済
効
果
を
目
的
に
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
と
、
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
定
の
政
治
的
効
果
を
得
る
た
 
 

め
に
は
何
ら
か
の
経
済
的
効
果
が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
労
働
者
の
政
治
的
同
権
化
」
は
「
経
済
的
同
権
化
を
伴
」
（
加
藤
栄
一
『
ワ
』
、
五
 
 

五
京
）
う
は
ず
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
道
理
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ば
あ
い
の
経
済
的
効
果
ほ
、
政
治
的
効
果
に
付
随
し
、
か
つ
政
治
的
 
 

効
果
を
う
る
た
め
の
そ
れ
で
あ
り
、
付
属
的
二
次
的
性
格
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
は
経
済
的
効
果
の
そ
の
内
実
は
確
定
さ
れ
が
た
い
 
 

の
で
あ
る
。
い
い
返
え
れ
ば
、
た
し
か
に
労
働
側
の
権
利
拡
大
要
求
の
汲
み
上
げ
ほ
、
何
ら
か
の
政
治
的
あ
る
い
は
心
理
的
効
果
を
も
つ
 
 

に
ほ
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
が
い
っ
た
い
い
か
な
る
経
済
的
機
能
と
経
済
的
意
味
を
客
観
的
に
も
ち
う
る
か
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
 
 

（
2
1
）
 
 

何
ら
判
明
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
加
藤
説
で
は
、
労
働
宥
和
策
の
結
果
で
あ
る
「
賃
金
上
昇
圧
力
」
は
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
 
 

相
殺
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
労
働
者
側
に
と
っ
て
心
理
的
満
足
感
は
残
る
に
し
て
も
、
労
働
同
権
化
・
宥
和
策
 
 

の
実
質
的
経
済
的
意
味
は
何
で
あ
る
か
は
い
ち
じ
る
し
く
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
労
働
同
権
化
に
よ
り
、
「
労
働
者
階
級
 
 

を
実
質
的
に
宥
和
す
る
に
た
る
物
質
的
利
益
と
は
い
か
な
る
も
の
か
…
…
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
る
資
本
の
取
戻
し
が
行
わ
れ
る
と
な
る
 
 

と
、
労
働
に
と
っ
て
結
果
的
に
な
に
が
残
る
の
か
…
…
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
」
（
榎
本
正
敏
、
前
掲
「
方
法
」
、
一
八
頁
）
と
批
判
さ
 
 

（
盈
）
 
 

れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
 
 
 

（
聖
 
じ
っ
さ
い
に
は
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
労
働
同
権
化
が
賃
金
上
昇
効
果
へ
結
び
つ
く
と
ほ
、
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
労
働
 
 

五
九
 
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
三
）
 
 



六
〇
 
 

者
階
級
の
社
会
的
同
権
化
」
は
「
法
的
な
権
利
の
承
認
に
す
ぎ
」
ず
、
そ
れ
が
「
実
際
に
賃
金
引
上
げ
に
役
立
つ
の
か
ど
う
か
、
ま
た
役
立
っ
 
 

た
と
し
て
も
ど
の
て
い
ど
の
カ
を
も
つ
の
か
、
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
経
済
的
に
ほ
評
畳
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
（
同
、
一
七
貫
）
 
か
ら
で
あ
 
 

る
。
さ
ら
に
、
賃
上
げ
効
果
に
か
な
ら
ず
し
も
結
び
つ
か
な
い
と
す
れ
ば
、
管
理
通
貨
制
に
ょ
る
イ
ン
フ
レ
政
策
が
導
入
さ
れ
る
必
然
性
も
あ
 
 

り
え
な
い
こ
と
忙
な
り
、
加
藤
説
で
は
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
イ
ソ
フ
レ
政
策
の
必
然
性
の
根
拠
が
消
滅
す
る
と
い
う
批
判
も
成
立
ち
う
る
 
 

で
あ
ろ
う
 
（
同
、
一
入
貢
参
照
）
。
 
 
 

（
2
2
）
 
榎
本
氏
は
、
労
働
宥
和
策
の
「
核
心
」
を
し
め
る
労
働
同
権
化
ほ
、
労
働
組
織
力
に
よ
っ
て
「
失
業
者
と
の
競
合
に
よ
る
労
働
条
件
の
無
秩
序
 
 

な
悪
化
か
ら
雇
用
労
働
者
を
防
衛
し
、
生
活
保
障
す
る
」
（
榎
本
正
敏
「
現
代
資
本
主
義
静
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
」
『
経
済
学
批
判
』
、
第
五
号
、
 
 

一
入
三
茎
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
経
済
的
意
義
を
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ち
な
み
に
、
加
藤
氏
の
そ
れ
が
い
わ
ば
「
政
治
的
」
労
働
同
権
化
論
と
い
う
な
ら
ば
、
榎
本
氏
の
そ
れ
は
「
経
済
的
」
労
働
同
権
化
論
と
い
 
 

い
う
る
。
榎
本
氏
ほ
経
済
的
労
働
同
権
化
機
能
を
基
礎
に
し
て
、
大
衆
民
主
主
義
の
テ
コ
と
し
て
の
政
治
的
労
働
同
権
化
が
成
立
つ
関
係
に
あ
 
 

る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
加
藤
説
は
逆
立
ち
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
 
 

以
上
、
加
藤
説
に
つ
い
て
ほ
榎
本
正
敏
、
前
掲
「
方
法
」
、
「
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
「
総
資
本
」
国
家
・
「
譲
歩
」
政
策
論
は
重
大
な
限
界
な
い
し
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
因
は
じ
つ
 
 

ほ
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
、
加
藤
氏
さ
ら
に
は
藤
井
氏
も
含
め
同
論
者
す
べ
て
が
共
通
し
て
、
第
一
次
大
戦
後
忙
お
け
る
資
本
主
義
経
済
過
程
 
 

M
塊
沌
 
 

の
歴
史
的
具
体
的
変
化
を
看
過
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
裏
は
ら
の
関
係
で
、
第
一
次
大
戦
後
に
 
 

お
け
る
労
働
者
階
級
の
政
治
的
力
量
増
大
や
ソ
連
社
会
主
義
国
成
立
の
イ
ン
パ
ク
ト
等
政
治
的
過
程
の
変
化
要
因
が
決
定
的
に
重
視
さ
 
 

れ
、
そ
れ
に
主
に
も
と
づ
い
て
現
代
資
藩
主
義
的
諸
関
係
が
理
解
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
 
 

第
一
次
大
戦
後
の
政
治
的
要
因
軋
も
と
づ
く
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
さ
え
吸
収
・
解
消
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
さ
ら
に
同
吸
収
策
に
と
も
な
う
 
 

蓄
積
阻
害
要
因
が
相
殺
・
中
和
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
、
経
済
過
程
上
の
変
化
が
な
い
以
上
資
本
主
義
体
制
は
い
ぜ
ん
と
し
て
安
泰
で
あ
り
、
 
 

社
会
主
義
に
対
抗
し
っ
つ
安
定
的
に
推
移
・
存
続
し
う
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
加
藤
説
が
も
っ
と
も
明
快
に
示
 
 
 



し
て
い
る
よ
う
に
、
現
代
国
家
の
基
本
的
役
割
は
戦
後
期
固
有
の
そ
う
し
た
政
治
的
要
因
を
相
殺
す
る
た
め
の
「
政
治
的
操
作
」
と
し
て
 
 

の
政
治
的
な
「
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
吸
収
」
椀
能
お
よ
び
イ
ソ
フ
レ
手
段
に
よ
る
同
番
横
制
約
要
因
の
除
去
・
「
和
解
」
策
に
あ
り
、
 
 

そ
し
て
そ
の
体
制
維
持
政
策
は
資
本
負
担
を
回
避
し
な
が
ら
反
体
制
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
、
政
治
的
安
定
化
効
果
を
も
つ
と
い
う
意
味
 
 

で
、
金
融
資
本
の
利
益
と
合
致
す
る
資
本
政
策
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
国
家
も
い
ぜ
ん
と
し
て
資
本
利
益
の
擁
護
を
貫
ぬ
く
「
資
本
国
家
」
 
 

－
 た
だ
し
「
総
資
本
」
国
家
の
形
態
を
と
る
－
に
変
り
な
い
、
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
2
3
）
 
そ
れ
ら
の
試
論
で
は
、
戦
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
と
区
別
さ
れ
う
る
第
一
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
の
経
済
過
程
の
歴
史
的
変
化
が
把
捜
さ
れ
て
 
 

お
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
期
な
ど
に
お
け
る
恐
慌
に
対
し
て
、
一
九
二
九
年
恐
慌
の
本
質
的
差
異
が
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
さ
れ
 
 

て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
世
界
経
済
過
程
も
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
後
進
国
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
生
産
 
 

の
量
的
収
縮
・
拡
大
と
し
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
」
、
た
ん
に
「
大
戦
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
後
進
国
の
収
縮
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
が
対
応
 
 

し
て
＜
安
定
＞
し
た
の
に
対
し
、
大
恐
慌
で
ア
メ
リ
カ
ま
で
収
縮
す
る
と
収
拾
の
つ
か
な
い
∧
不
安
定
＞
に
陥
っ
た
と
い
う
」
（
降
旗
節
雄
編
 
 

『
現
代
資
本
主
義
論
』
、
社
会
評
論
社
、
一
九
八
三
年
、
六
二
京
）
程
度
の
古
典
的
帝
国
主
義
と
共
通
的
な
不
均
等
発
展
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
 
 

り
、
新
し
い
量
産
型
重
化
学
工
業
の
発
達
・
農
工
国
際
分
業
関
係
の
崩
壊
な
ど
戦
後
期
に
固
有
な
諸
条
件
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
的
関
係
の
展
 
 

開
が
基
本
的
に
阻
害
さ
れ
て
い
る
と
い
う
第
一
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
に
生
じ
た
決
定
的
な
経
済
過
程
の
変
化
が
見
逃
が
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
加
藤
説
償
っ
い
て
は
同
、
第
一
部
第
二
牽
の
詳
細
な
批
判
を
参
照
せ
よ
。
 
 
 

た
し
か
に
同
論
の
説
く
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
後
、
資
本
主
義
世
界
の
政
治
的
過
程
が
大
幅
に
変
化
し
、
ソ
連
社
会
主
義
国
の
出
現
に
 
 

と
も
な
う
「
全
般
的
危
機
」
状
況
や
労
働
運
動
の
量
的
・
質
的
拡
大
等
要
因
に
よ
っ
て
直
接
的
に
媒
介
さ
れ
て
、
政
治
的
な
体
制
的
危
機
 
 

状
況
が
現
出
し
た
の
は
じ
じ
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
政
治
的
情
勢
の
背
後
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
資
本
主
義
経
済
過
程
 
 

の
変
質
す
な
わ
ち
資
本
主
義
の
具
体
的
な
経
済
的
磯
構
的
破
綻
の
じ
じ
つ
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
未
曽
有
な
規
模
の
構
造
的
 
 

大
量
失
業
の
累
積
、
世
界
的
な
農
業
不
況
と
い
う
物
的
客
観
的
根
拠
な
く
し
て
ほ
、
ソ
連
社
会
主
義
国
出
現
や
労
働
勢
力
の
増
大
等
の
要
 
 

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
関
す
る
諸
説
（
二
）
 
 

六
一
 
 
 



六
二
 
 

田
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦
後
期
に
固
有
な
政
治
的
な
体
制
的
危
枚
は
お
そ
ら
く
生
じ
え
な
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
 
 

政
治
的
要
因
は
、
そ
の
さ
い
の
促
進
的
要
田
と
し
て
作
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
代
国
家
の
役
割
の
昇
一
養
 
 

ほ
、
そ
う
し
た
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
資
本
主
義
経
済
の
特
殊
な
状
況
に
対
応
し
た
特
有
な
経
済
的
傲
能
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
の
も
当
然
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
、
現
代
国
家
ほ
体
制
維
持
と
い
う
本
質
的
機
能
を
基
本
的
に
果
し
う
る
立
場
に
あ
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

か
か
る
関
係
の
看
過
が
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
国
家
＝
「
総
資
本
」
国
家
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政
策
＝
同
「
総
資
本
」
国
家
に
よ
る
 
 

政
治
的
な
資
本
「
譲
歩
」
策
な
い
し
「
消
極
的
」
資
本
政
策
の
主
意
に
つ
な
が
り
、
資
本
国
家
を
こ
え
る
現
代
国
家
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
・
 
 

デ
ィ
ー
ル
国
家
の
本
質
面
の
無
視
な
い
し
軽
視
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
社
会
改
革
政
策
の
政
治
的
に
偏
侍
し
た
中
途
半
端
的
な
理
解
に
結
 
 

果
し
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

（
未
完
）
 
 
 

（
付
記
）
本
稿
H
ほ
、
「
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
の
失
業
救
済
政
策
輌
」
の
付
諭
と
し
て
前
号
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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